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目および 2 年目の群落について出穂期における群落構造を比較検討した。定植 2 年目の群落では，1 年目に
比較して地上部バイオマス量が 4 倍ほどに増加していた。地上部バイオマス量を光合成器官（葉身）と非光
合成器官（葉鞘・茎・穂）とに分けると，両者とも大きく増えていたが，とくに後者の増加が著しかった。































































栽培した定植 1 年目および 2 年目のエリアンサス（Erian-
thus arundinaceus）の品種 JES1 を対象とした。除草と耕
起を行った圃場に，2014 年 6 月 13 日と 2015 年 5 月 26 日，




は冬季の間（2014 年 12 月～2015 年 3 月）に刈り，定植 2
年目に当たる 2015 年の群落は，この刈り株から再生した








落内の平均的な生育を示した 6 株（3 株×2 列）が配置す
る長方形の対角線の，等分に位置する 4 箇所で計測を行う
ことを，位置をずらして 3 回繰り返すことを 1 組とし，4












　また，出穂期には，これとは別に 6 株（3 株×2 列）・2
反復について層別刈取りを行い，生産構造図を描いた。す
なわち，定植 1 年目の群落は 2015 年 10 月 13 日，2 年目




乾燥機で重量の減少がゼロとなるまで（定植 1 年目は 3 日








植 2 年目のエリアンサスは 4 月中ころに再生が始まり，生
育は 1 年目より旺盛で，出穂期における収量は定植 1 年目
の約 4 倍に当たる 23.5 t/ha に達した。このとき，バイオ
マス収量の増加は，同化器官より非同化器官で著しく，そ








2 年目の群落では 4 月に再生が始まり，生育初期に茎数が
急激に増加した。その後の増加は緩やかで，出穂の約 1 ヶ
月前に増加が止まった。以上の生育の結果，出穂期におけ
る茎数は定植 1 年目および 2 年目のいずれも，ほぼ同じレ




2 年目では株が再生を始めた 4 月から草丈が増加し，その
後は定植 1 年目と同様の経過をたどった。定植 2 年目は草
丈の増加の開始時期が早かったため，生育期間が 1 年目よ
り長くなり，それに伴って最終的な草丈（穂を除く葉身先
端までの長さ）は，定植 1 年目より約 140 cm ほど高かった。
⑵　出穂期の群落構造と相対照度



















の乾物重の重心の高さは約 64 cm で，定植 1 年目とほぼ同
じであった。定植 2 年目の株全体の乾物重の重心の高さは
約 105 cm で，定植 1 年目より高かった。
　群落内の相対照度の推移を群落頂部から下側に向かって




群落では高さ 100 cm で 0％に近くなったのに対し，定植 2
図 1　 定植 1 年目および 2 年目の草丈と茎数の推移 
縦線は標準誤差を示す（n＝24）。
図 2　定植 1 年目および 2 年目の群落の生産構造図（左：1 年目，右：2 年目）
16 金井・新村・森田
年目の群落では，200 cm ですでに 0% に近かった。
⑶　群落構造と相対照度の推移












減衰の様相も変化した。すなわち，定植 1 年目より 2 年目
の方が，群落の高い位置で相対照度が 0 ％に近い値になっ

















　ただし，定植 1 年目の群落でも 2 年目の群落でも，出穂
期における株当たりの茎数は 70 本程度で，ほぼ同じであっ































































































































































図 6　定植 1 年目および 2 年目の相対照度 50％位置の推移
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bioethanol, because  it  shows high yield performance and high  tolerance  to environmental  stresses. 
Canopy structure of Erianthus, however, has rarely been studied, though it has a possible relation to high 
yield potential. We examined canopy structure of one- and two-year Erianthus populations at different 












different planting year which was effective  information  to enable  the construction of  low-input and 
sustainable cultivation system.
Key words： Erianthus arundinaceus, canopy structure, productive structure, leaf area index (LAI), dry-
matter production
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